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一
　
は
じ
め
に

　

法
華
懺
法
と
は
、
日
本
の
平
安
中
期
頃
か
ら
法
会
の
記
録
が
残
る
仏
教
儀
礼

で
あ
り
、
そ
の
次
第
は
中
国
隋
代
の
僧
智
顗
（
五
三
八
│
五
九
七
）
が
著
し
た

『
法
華
三
昧
行
法
』
に
基
づ
い
て
い
る
）
1
（

。『
法
華
三
昧
行
法
』
は
、
智
顗
自
身
の

修
行
経
験
に
基
づ
き
、『
法
華
経
』
と
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
を
典
拠
と
し

た
修
行
者
の
行
法
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
平
安
中
期
に
な
る
と
、
同
書

に
基
づ
い
て
次
第
が
構
成
さ
れ
た
法
華
懺
法
に
よ
っ
て
追
善
供
養
の
法
会
が
営

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
平
安
後
期
以
降
、
法
華
懺
法
の
法
会
は
天
皇

や
上
皇
、
貴
族
や
武
家
に
よ
っ
て
盛
ん
に
営
ま
れ
る
法
会
へ
と
展
開
し
て
い
く
）
2
（

。

ま
た
、『
法
華
三
昧
行
法
』
に
基
づ
く
行
を
修
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

建
立
さ
れ
た
法
華
堂
（
法
華
三
昧
堂
、
懺
法
堂
と
も
）
は
、
修
行
の
場
か
ら
法

会
の
場
へ
と
展
開
し
、
さ
ら
に
院
政
期
以
降
に
は
、
天
皇
や
上
皇
、
武
家
の
棟

梁
の
墓
所
と
し
て
の
機
能
も
果
た
す
よ
う
に
な
る
）
3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
『
法
華
三
昧
行
法
』
に
基
づ
く
法
華
懺
法
は
日
本
に
お
い
て
独

特
な
展
開
を
遂
げ
て
お
り
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
重
要
な
儀
礼
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
修
行
者
の
行
法
書
で
あ
っ
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
内
容

が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
儀
礼
や
法
会
へ
と
展
開
し
た
の
か
に
つ
い
て
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。『
法
華
三
昧
行
法
』
の
日
本
へ
の
将
来
は
、
鑑
真

（
六
八
八
│
七
六
三
）
の
渡
来
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
最
澄
（
七
六
六
／
七
六

七
│
八
二
二
）
も
入
唐
に
よ
っ
て
同
書
を
将
来
し
て
い
る
）
4
（

。
そ
の
た
め
、
同
書

に
基
づ
く
修
行
者
の
行
が
鑑
真
や
最
澄
の
頃
か
ら
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
定

が
で
き
る
。
し
か
し
、
法
華
懺
法
の
儀
礼
に
関
す
る
同
時
代
の
史
資
料
は
現
存

し
て
い
な
い
た
め
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
将
来
当
時
か
ら
同
書
に
基
づ
く
儀

礼
が
存
在
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
諸
堂
に
つ
い
て
記
し
た
史
資
料
に
は
、

平
安
期
の
天
台
僧
円
仁
（
七
九
四
│
八
六
四
）
が
唐
よ
り
法
華
懺
法
を
伝
え
た

と
す
る
記
述
が
複
数
み
え
る
（
後
述
）。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
円
仁
の
伝
記
で

あ
る
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
同
伝
に
は
法
華
懺
法

『
慈
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』
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と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
二
箇
所
に
み
え
る
。
法
華
懺
法
に
つ
い
て

扱
っ
た
先
行
研
究
の
一
部
で
も
、『
慈
覚
大
師
伝
』
を
は
じ
め
と
す
る
史
資
料

の
記
述
に
依
っ
て
、
儀
礼
化
し
た
法
華
懺
法
の
成
立
を
円
仁
の
入
唐
と
結
び
付

け
て
い
る
）
5
（

。
し
か
し
、
円
仁
の
将
来
説
の
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
『
慈
覚
大
師
伝
』

の
記
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
内
容
の
検
討
が
不
十
分
で
、
こ
れ
が
史
実
で

あ
る
の
か
も
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
同
伝
の
記

事
の
解
釈
は
一
様
で
は
な
い
）
6
（

。

　

そ
こ
で
小
稿
で
は
、『
慈
覚
大
師
伝
』
に
み
え
る
記
事
の
内
容
を
、
法
華
懺

法
に
関
連
す
る
諸
資
料
と
と
も
に
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。
小
稿
は
円
仁
の

将
来
説
に
確
定
的
な
見
解
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
な

ら
ば
、『
慈
覚
大
師
伝
』
の
法
華
懺
法
関
連
記
事
に
は
検
討
の
余
地
が
い
く
つ

か
あ
り
、
同
記
事
に
基
づ
く
円
仁
の
将
来
説
を
史
実
と
し
て
首
肯
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
に
お
い
て
、
円
仁
の
行
状
を
伝
え
る
文

献
と
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
み
え
る
法
華
懺
法
関
連
記
事
を
確
認
し
た
上
で
、
同

記
事
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

二
　
円
仁
の
行
状
を
伝
え
る
文
献

　

円
仁
の
行
状
を
伝
え
る
文
献
は
、
現
在
三
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に

各
伝
の
概
要
を
示
し
、
そ
の
後
に
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
先
行
研
究
か
ら
各
伝
の

関
係
を
確
認
す
る
。

　

一
点
目
は
、
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
に
成
立
し
た
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観

六
年
一
月
十
四
日
条
に
あ
る
円
仁
の
卒
伝
で
あ
る
。
同
伝
に
は
円
仁
の
生
誕
か

ら
師
僧
と
な
る
最
澄
に
出
会
う
ま
で
の
経
緯
、
そ
の
後
の
入
唐
や
帰
国
後
の
行

状
、
没
後
の
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
に
「
慈
覚
」
と
追
謚
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
卒
伝
に
は
法
華
懺
法
に
関
連
す
る
記
事
は
み

え
な
い
。

　

二
点
目
は
、
三
千
院
円
融
蔵
所
蔵
『
慈
覚
大
師
伝
』
で
あ
る
。
同
書
は
成
立

年
や
撰
者
、
書
写
年
の
記
載
が
な
い
た
め
成
立
背
景
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
安

院
政
期
の
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
7
（

。
同
書
に
は
円
仁
の
生
誕
か
ら
嘉
祥
三
年

（
八
五
〇
）
ま
で
の
行
状
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
円
仁
卒
伝

と
同
様
、
法
華
懺
法
に
関
連
す
る
記
事
は
み
え
な
い
。『
慈
覚
大
師
伝
』
の
先

行
研
究
で
は
、
同
書
を
「
三
千
院
本
」
と
称
し
て
い
る
た
め
、
小
稿
で
も
三
千

院
本
と
す
る
。

　

三
点
目
は
、『
続
群
書
類
従
』
等
に
残
る
『
慈
覚
大
師
伝
』
で
あ
る
。
同
書

の
末
尾
に
は
、
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
十
一
月
三
日
に
比
叡
山
延
暦
寺
に
同
伝

を
奉
納
し
た
と
す
る
奉
送
文
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宇
多
天
皇
（
八
六
七

│
九
三
一
）
の
第
三
皇
子
で
あ
る
真
寂
法
親
王
（
八
八
六
│
九
二
七
、
斉
世
親

王
）
が
撰
述
を
始
め
、
未
完
成
の
ま
ま
寂
し
た
た
め
、
そ
の
子
の
源
英
明
（
│

九
四
〇
）
と
源
庶
明
（
九
〇
三
│
九
五
五
）
が
撰
述
を
引
き
継
い
で
完
成
さ
せ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
に
は
円
仁
の
生
誕
か
ら
遷
化
ま
で
の
行
状
が
示
さ
れ
、

法
華
懺
法
に
関
連
す
る
記
事
が
二
箇
所
に
み
え
る
。
ま
た
、
同
系
統
本
が
国
内

に
複
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
『
続
天
台
宗
全
書
』
に
お
い
て
校
訂
さ

れ
て
い
る
）
8
（

。
先
行
研
究
で
は
同
書
を
「
現
行
本
」
と
称
し
て
い
る
た
め
、
小
稿
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で
も
以
下
、
現
行
本
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
三
点
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
井
康
順
氏
、
小
野
勝
年
氏
、
佐
伯
有

清
氏
に
よ
っ
て
諸
説
が
示
さ
れ
て
い
る
）
9
（

。
各
説
と
も
三
点
の
成
立
過
程
に
影
響

関
係
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
現
存
し
て
い
な
い
他
書
か
ら
の
影
響

な
ど
も
含
め
、
明
確
な
結
論
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
稿
と

関
係
す
る
部
分
で
い
え
ば
、
三
千
院
本
が
現
行
本
に
先
行
す
る
本
で
あ
る
と
い

う
点
は
諸
説
で
見
解
が
一
致
し
て
い
る
）
10
（

。
し
た
が
っ
て
、
小
稿
で
も
先
行
研
究

の
こ
う
し
た
見
解
に
基
づ
き
、
三
千
院
本
が
現
行
本
に
先
行
す
る
本
で
あ
る
と

い
う
立
場
で
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

　

以
上
、
円
仁
の
行
状
を
伝
え
る
諸
伝
の
概
要
と
そ
の
関
係
を
確
認
し
た
が
、

現
行
本
の
法
華
懺
法
関
連
記
事
を
み
る
前
に
、
先
行
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
『
慈
覚
大
師
伝
』
を
紹
介
し
た
い
。

　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
慈
覚
大
師
伝
』（
巻
子
装
、
一
巻
）
は
、
円
仁
の
伝
記
三

点
の
う
ち
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
系
統
に
属
す
る
文
献
で
あ
る
。
奥
書
に

は
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
の
書
写
年
や
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
│
一
一
一
一
）

の
外
祖
父
で
あ
っ
た
橘
孝
親
（
│
一
〇
五
八
？
）
の
名
が
確
認
で
き
る
）
11
（

。『
慈

覚
大
師
伝
』
の
先
行
研
究
や
『
続
天
台
宗
全
書
』
所
収
の
『
慈
覚
大
師
伝
』
校

訂
本
で
は
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
写
の
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
を
最
古
本
と
し

て
い
る
が
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
は
同
本
よ
り
も
時
代
を
さ
ら
に
遡
る
も
の
で
、

資
料
的
な
価
値
が
高
い
と
い
え
る
。
以
下
小
稿
で
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
本
文
を

示
す
際
に
は
、『
続
天
台
宗
全
書
』
所
収
の
『
慈
覚
大
師
伝
』
校
訂
本
を
典
拠

と
し
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
箇
所
は
、
適
宜
註
記
す
る
。

三
　『
慈
覚
大
師
伝
』
法
華
懺
法
関
連
記
事

　

先
述
の
通
り
、
法
華
懺
法
と
円
仁
を
結
び
つ
け
る
記
事
は
、
現
行
本
『
慈
覚

大
師
伝
』
の
二
箇
所
に
み
え
る
。

　

ま
ず
一
箇
所
目
は
、
円
仁
が
九
年
以
上
に
わ
た
る
入
唐
か
ら
帰
国
し
、
嘉
祥

元
年
（
八
四
八
）
の
春
に
比
叡
山
へ
帰
山
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
。

嘉
祥
元
年
春
。
奉p

詔
入p

京
、
即
登w

本
山a

礼w

拝
師
跡z

於p

是
僧
徒

成p

雲
、
言
泗
如p

雨
。
随
喜
讃
歎
、
礼w

拝
諸
尊
曼
荼
羅a

親
披w

閲
真
言

儀
軌z

大
師
於p

是
、
始
改w

伝
法
華
懺
法z

先
師
昔
、
伝w

其
大
綱a

大

師
今
、
弘w

此
精
要z 

山
中
相
共
願p

受w

灌
頂
法z

大
師
奏i

請
奉w

為
国

家a

修u

灌
頂
法
）
12
（

n

　

傍
線
部
に
は
、
比
叡
山
に
帰
山
し
た
円
仁
が
「
法
華
懺
法
）
13
（

」
を
「
改
伝
」
し

た
と
あ
り
、「
先
師
」
が
「
大
綱
」
を
伝
え
、「
大
師
」（
円
仁
）
は
「
精
要
」

を
弘
め
た
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
先
師
」
と
は
、
現
行
本
の
他
所
の
記
述

か
ら
最
澄
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
）
14
（

。
つ
ま
り
、
こ
の
記
事
は
、
最
澄
が
伝
え
た

法
華
懺
法
を
円
仁
が
入
唐
に
よ
り
改
め
て
伝
え
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
二
箇
所
目
は
、
円
仁
が
帰
国
し
て
十
二
年
が
経
っ
た
貞
観
二
年
（
八
六

〇
）
の
記
事
で
あ
る
。
以
下
に
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
の
記
事
か
ら
引
用
す
る
。
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貞
観
元
年
仁
王
会
、
又
為w

御
前
講
師z

（
清
和
天
皇
）
是
歳
徴w

大
師
於
大

内a

受w

菩
薩
大
戒z

奉w

法
号q

曰w

素
真z

奏
云
、
素
者
本
也
。
真
者
真

如
。
謂
我
心
名
為w

真
如q

也
。
是
一
切
法
、
真
実
之
体
。
故
云p

真
也
。
如w

於
我
真a
於
他
亦
然
。
故
云p

如
也
。
法
号
意
云
、
自
他
一
切
依
正
、
従p

本

以
来
、
只
在w
我
一
念
心
真
如
之
内z

故
云w

素
真z

是
故
華
厳
経
云
、
三

界
唯
一
心
、
心
外
無w

別
法z

若
迷p

此
者
、
名
為w

凡
夫z

若
解p

此
者
、

称
為w

聖
人z

若
称p
名
時
、
冀
也
覚w

是
心
源z

謹
奉w

法
号z

天
皇
御

p

宇
十
八
年
、
譲w

位
於
皇
太
子
（
陽
成
天
皇
）z

至w

元
慶
三
年
五
月
八
日a

落p

飾
入p

道
、
法
号
称w

素
真z
依w
前
奏
旨q

也
。
二
年
以w

安
楽
行
品a

伝w

法
華
堂z 

四
月
始w

行
供
仏
舎
利
会z
自p

爾
以
降
、
此
会
不p

断
。
或

以w

暮
春a

或
以w

首
夏a

無p

有w

定
日a
唯
作w

華
時q

耳
。
朝
士
大
夫
、

都
鄙
道
俗
、
来w

集
会
場a

帰
命
渇
仰
者
、
歳
数
十
百
人
）
15
（

。

　

傍
線
部
が
先
行
研
究
に
お
い
て
法
華
懺
法
と
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
る
箇
所
で
、

貞
観
二
年
に
円
仁
が
「
安
楽
行
品
」
を
も
っ
て
「
法
華
堂
」
に
伝
え
た
と
あ
る
。

傍
線
部
の
前
後
に
は
他
の
記
事
し
か
み
え
ず
、
非
常
に
簡
略
な
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
記
事
が
法
華
懺
法
と
関
連
が
あ
る
と
看
做
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、『
法

華
三
昧
行
法
』
を
も
と
に
作
ら
れ
た
法
華
懺
法
の
次
第
に
、『
法
華
経
』
安
楽

行
品
を
読
誦
す
る
次
第
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
法
華
三
昧
行
法
』

に
示
さ
れ
る
行
法
で
は
、『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
基
づ
く
六
根
懺
悔
の
後

に
『
法
華
経
』
の
読
誦
行
が
説
か
れ
、
そ
こ
で
は
『
法
華
経
』
を
序
品
か
ら
一

品
ず
つ
読
誦
す
る
方
法
と
、
安
楽
行
品
一
品
の
み
を
読
誦
す
る
方
法
が
示
さ
れ

て
い
る
）
16
（

。
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、『
法
華
三
昧
行
法
』
か
ら
儀

礼
化
し
た
法
華
懺
法
の
次
第
書
（
次
第
本
）
に
は
、
安
楽
行
品
の
経
文
し
か
示

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、『
法
華
三
昧
行
法
』
か
ら
法
華
懺
法
の
次
第
が
成
立
す

る
際
に
、
安
楽
行
品
の
み
を
読
誦
す
る
と
い
う
行
儀
が
確
定
し
た
と
考
え
ら
れ

る
）
17
（

。つ
ま
り
、現
行
本
の
貞
観
二
年
の
記
事
に
「
以w

安
楽
行
品a

伝w

法
華
堂z

」

と
あ
る
こ
と
で
、
円
仁
が
法
華
懺
法
の
こ
う
し
た
行
儀
を
法
華
堂
の
行
者
た
ち

に
伝
え
た
と
看
做
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
は
法
華
懺
法
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
記
事
が
二
箇
所
に
み
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
後
の
時
代
の
文
献
に
も

引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
鎌
倉
中
期
成
立
の
『
諸
寺
縁
起
）
18
（

』
で
は
、「
法
華
三
昧
院
」
の
項

に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

法
華
三
昧
院
。
在w

止
観
院
西
北z

亦

名w

常
行
常
坐
三
昧
堂z  

葺
檜
皮
五
間
。
常
行
常
坐
三
昧
堂
一
宇
。

堂
有w

金
銅
如
意
宝
形z

堂
内
有w

金
銅
多
宝
塔
一
基z

高
三
尺
。
安w

置
多

宝
仏
像
一
躯
・
妙
法
華
経
一
部z

伝
教
大
師
、
別
願
欲p

建w

此
堂z

弘
仁
之
初
、
於w

其
地q

未p

得w

勝
形q

時
、

毎
夜
有i

誦w

法
華
経
安
楽
行
品q

之
音n

大
師
竪p

耳
聴p

之
、
出w

於
止
観

院
西
塠
林
中z

驚
恠
以
尋p

之
、
有p

声
無p

人
。
如p

此
数
日
、
大
師
以
為
、

一
乗
法
音
不
退
転
之
場
。
去p

此
何
求
乎
。
即
平w

治
此
地a

営w

造
華
台

地a
土
中
有w

一
髑
髏z

白
骨
赤
舌
。
大
師
異p

之
瘞w

于
堂
傍z

弘
仁
三

年
初
秋
七
月
上
旬
、
土
木
之
功
甫
就
。
移w

行
法
華
長
講z

嘉
祥
元
年
春
、

↑
本
来
は
改
行
な
し
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慈
覚
大
師
伝w

半
行
半
坐
三
昧
行
法z 

毎w

四
季
終a

期w

三
七
日a

建w

普

賢
道
場a

懺w

六
根
罪
障a

永
期w

未
来
際z

法
華
三
昧
、
爾
来
数
百
歳
、

酌w
遺
流q

而
不p

絶
矣
。
昔
陳
南
岳
慧
思
禅
師
、
為w

智
者
大
師a

示w

普

賢
道
場a
説w

四
安
楽
行z

二
師
昔
於w

霊
山q

同
聴w

法
華z

宿
縁
所p

追
、

更
為w

師
資q
也
。
大
師
受p

教
、
行p

之
経w

二
七
日a

身
心
谿
然
、
照w

了

法
華
三
昧z
大
師
宣w

伝
是
法
修
行a

開
悟
者
多
矣
。
伝
教
大
師
、
延
暦

廿
四
年
入
唐
求
法
之
日
、
随w

天
台
第
七
祖
師
行
満
和
尚a

初
伝w

大
綱z

自
後
已
、
慈
覚
大
師
拾w
其
精
要a

流w

布
叡
岳z 

法
華
三
昧
之
軌
躅
、
邈

矣
、
悠
哉
。
朱
雀
院
、
施w

入
水
田z
若
干
町
。 

在w

近
江
国
志
賀
郡
）
19
（

z

　

前
半
傍
線
部
に
は
、「
嘉
祥
元
年
春
」
に
円
仁
が
「
半
行
半
坐
三
昧
行
法
」

を
伝
え
た
と
あ
り
、
後
半
の
傍
線
部
に
は
「
大
綱
」「
精
要
」
と
い
っ
た
語
が

み
え
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
記
述
は
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
嘉
祥
元
年
の
記
事
を

参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
に
み
え
る
「
半
行
半
坐
三
昧
」

と
い
う
語
は
、
智
顗
説
灌
頂
記
『
摩
訶
止
観
』
で
説
か
れ
る
四
種
三
昧
の
一
つ

で
、
同
書
で
は
半
行
半
坐
三
昧
の
行
法
書
と
し
て
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
名
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
）
20
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
半
行
半
坐
三
昧
行
法
」
は
、『
法

華
三
昧
行
法
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
21
（

。

　

ま
た
、
他
の
文
献
に
目
を
向
け
る
と
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
歴
代
座
主
に
つ
い

て
記
し
た
『
天
台
座
主
記
』
の
第
三
世
円
仁
の
項
に
は
、「
貞
観
二
年
庚
辰
、以w

安
楽
行
品a

伝w

法
華
三
昧z

今
懺
法
是

）
22
（也
。」
と
い
う
記
述
が
み
え
る
。
文
字

の
異
同
や
註
記
の
追
加
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
記
述
は
、『
慈
覚
大
師
伝
』
貞

観
二
年
の
記
事
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
慈
覚
大
師
伝
』
に
み
え
る
法
華
懺
法
関
連
記
事
は
後
の
文

献
に
も
引
用
さ
れ
、
法
華
懺
法
の
成
立
と
展
開
に
関
わ
る
重
要
な
典
拠
と
さ
れ

て
い
る
。
法
華
懺
法
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、『
慈
覚
大
師
伝
』
を
は
じ
め

と
し
て
、
同
伝
を
引
用
し
た
後
世
の
文
献
な
ど
を
も
と
に
、『
法
華
三
昧
行
法
』

か
ら
儀
礼
化
し
た
法
華
懺
法
を
円
仁
が
将
来
し
た
と
看
做
し
て
い
る
）
23
（

。

　

し
か
し
、『
慈
覚
大
師
伝
』
の
記
事
を
も
っ
て
円
仁
が
法
華
懺
法
を
将
来
し

た
と
看
做
す
の
で
あ
れ
ば
、
円
仁
は
嘉
祥
元
年
と
貞
観
二
年
の
二
度
、
法
華
懺

法
を
伝
え
た
こ
と
に
な
り
、
伝
の
中
で
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
矛

盾
を
反
映
し
て
か
、『
諸
寺
縁
起
』
や
『
天
台
座
主
記
』
で
は
、『
慈
覚
大
師
伝
』

の
二
箇
所
の
記
事
の
う
ち
一
方
の
み
を
引
用
し
、
さ
ら
に
内
容
に
も
若
干
の
変

更
を
加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
諸
寺
縁
起
』
や
『
天
台
座
主
記
』
は
『
慈
覚

大
師
伝
』
を
参
照
し
て
い
る
も
の
の
、
記
事
を
そ
の
ま
ま
記
述
せ
ず
、
内
容
を

検
討
し
、
修
正
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
円
仁
と
法
華
懺
法
を
結
び
つ
け
る
言
説
を
諸
文
献
に
み
る
と
、
現

行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
以
外
で
こ
う
し
た
言
説
を
示
す
文
献
は
、
あ
る
程
度
時

代
を
下
ら
な
け
れ
ば
確
認
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
成
立

の
『
三
宝
絵
』
巻
下
に
は
「
比
叡
懺
法
」
と
い
う
項
が
あ
り
、
当
時
の
比
叡
山

で
行
わ
れ
て
い
た
懺
法
（
法
華
懺
法
）
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
る
が
、
智

顗
や
最
澄
へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
円
仁
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
が
な
い
）
24
（

。

『
慈
覚
大
師
伝
』
以
外
で
円
仁
と
法
華
懺
法
を
結
び
付
け
る
文
献
は
、
管
見
の

限
り
、
慶
滋
保
胤
撰
『
日
本
往
生
極
楽
記
』（
長
久
年
間
﹇
一
〇
四
〇
│
一
〇
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四
四
﹈
頃
成
立
）
の
円
仁
伝
ま
で
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
も
「
承

和
十
四
年
帰
朝
。
弥
陀
念
仏
・
法
花
懺
法
・
灌
頂
・
舎
利
会
、
大
師
所p

伝
。

凡
仏
法
東
流
、
半
是
大
師
所p

伝
也
）
25
（

。」
と
い
っ
た
簡
略
な
も
の
で
、「
弥
陀
念

仏
」「
法
花
懺
法
」「
灌
頂
」「
舎
利
会
」
は
、
い
ず
れ
も
『
慈
覚
大
師
伝
』
中

に
記
事
が
あ
る
た
め
、
同
伝
を
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
円
仁
が
没
し
て
か
ら
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
が
成
立
す
る
前
に
、
円
仁

と
法
華
懺
法
を
結
び
つ
け
る
言
説
が
そ
も
そ
も
存
在
し
た
の
か
と
い
う
点
も
問

題
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
法
華
懺
法
関
連
記
事

を
同
書
の
成
立
や
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
併
せ
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

四
　
法
華
懺
法
関
連
記
事
の
再
検
討

　

現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
み
え
る
法
華
懺
法
関
連
記
事
に
い
く
つ
か
の
問

題
が
あ
る
こ
と
は
、
前
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
嘉
祥
元
年

の
法
華
懺
法
関
連
記
事
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

（
一
）
嘉
祥
元
年
記
事
の
再
検
討

　

現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
先
行
す
る
三
千
院
本
に
、
法
華
懺
法
に
関
連
す

る
記
事
が
み
え
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
同
本
は
嘉
祥
三
年
ま
で
の
円
仁
の

行
状
を
記
述
し
て
い
る
た
め
、
両
本
の
嘉
祥
元
年
の
記
事
を
比
較
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
以
下
は
、
両
本
の
嘉
祥
元
年
記
事
の
冒
頭
で
あ
る
。

三
千
院
本
）
26
（

過p

寒
至p

春
。
謹
随w

詔
旨a

入

p

京
復p

命
。
兼
以
登w

旧
山a

礼w

拝
跡z

於p

茲
、
閤
衆
雲
集
、
瞻w

仰
礼e

拝
、

新
来
諸
尊
曼
荼
羅
楨z

并
以
恭w

敬
頂e

戴
大
教
諸
儀
軌
等z

其
後

山
衆
、
欽w

仰
秘
教a

欲p

受w

灌

頂z不p

得w

事
休a

聞w

奏
内
裏z

而

請i

奉w

為
国
家a

修w

灌
頂
雅

事a

弘u

秘
密
大
教n

其
聞
奏
文
、

具
如p

別
也
。

陛
下
（
仁
明
天
皇
）
有p

感
、
其
年

六
月
、
降w

詔
所
司z

賜i

応
修w

灌
頂q

弘w
伝
真
教q

之
牒n

其
牒

如p

左
。

現
行
本
）
27
（嘉

祥
元
年
春
。
奉p

詔
入p

京
、
即

登w

本
山a

礼w

拝
師
跡z

於p

是
僧
徒
成p

雲
、
言
泗
如p

雨
。

随
喜
讃
歎
、
礼w

拝
諸
尊
曼
荼

羅a

親
披w

閲
真
言
儀
軌z

大
師

於p

是
始
改w

伝
法
華
懺
法z

先
師

昔
伝w

其
大
綱a

大
師
今
弘w

此
精

要z 

山
中
相
共
願p

受w

灌
頂
法z

大
師
奏i

請
奉w

為
国
家a

修u

灌

頂
法n

六
月
十
五
日
、
太
政
官
送i

応p 

修w

件
法q

牒
於
寺
家n
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上
段
の
三
千
院
本
を
み
る
と
、
太
字
箇
所
に
「
新
来
諸
尊
曼
荼
羅
楨
」「
大

教
諸
儀
軌
」「
秘
教
」「
灌
頂
」
な
ど
と
密
教
を
想
起
さ
せ
る
語
が
並
ん
で
い
る
。

ま
た
、
こ
の
記
事
の
後
に
は
嘉
祥
元
年
六
月
十
五
日
付
の
太
政
官
符
（
太
政
官

牒
）
が
引
用
さ
れ
、
同
日
の
太
政
官
符
は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
「
修
法
灌
頂

事
」
に
「
応
修
灌
頂
事
」
と
し
て
確
認
で
き
る
）
28
（

。
ち
な
み
に
、
こ
の
太
政
官
符

は
、
円
仁
の
奏
上
に
よ
っ
て
密
教
の
灌
頂
を
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
三
千
院
本
の
嘉
祥
元
年
の
記
事
に
は
、
円
仁
が
唐
よ
り
将
来
し
た
密

教
に
関
連
す
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
下
段
の
現
行
本
で
は
、
三
千
院
本
と
同
様
、
密
教
を
想
起
さ
せ
る
語

が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
途
中
に
法
華
懺
法
の
記
事
が
み
え
る
（
傍
線
部
）。
つ

ま
り
、
三
千
院
本
の
同
一
箇
所
で
は
一
貫
し
て
密
教
に
関
す
る
記
事
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
現
行
本
で
は
そ
の
記
事
の
途
中
に
法
華
懺
法
の
記
事
が
あ
る
の
で

あ
る
。
記
事
の
位
置
に
は
若
干
の
違
和
感
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
密
教
以
外
の
記

事
が
示
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
太
政
官
符
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

三
千
院
本
と
『
類
聚
三
代
格
』
に
残
る
「
応
修
灌
頂
事
」
の
太
政
官
符
は
、

密
教
の
灌
頂
勤
修
を
乞
う
円
仁
の
奏
上
に
基
づ
く
が
、
そ
の
中
に
は
円
仁
が
唐

で
受
法
し
た
密
教
に
関
係
す
る
記
述
だ
け
で
な
く
、
密
教
以
外
の
記
述
も
み
え

る
。
以
下
に
や
や
長
文
で
は
あ
る
が
、
太
政
官
符
「
応
修
灌
頂
事
」
の
一
部
を

引
用
す
る
。
な
お
、
以
下
の
引
用
の
前
に
は
最
澄
に
よ
っ
て
天
台
宗
が
唐
よ
り

日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
記
述
が
あ
り
、
引
用
箇
所
は
そ
の
後
か
ら
官
符
末

尾
ま
で
で
あ
る
。

（
延
暦
）
二
十
五
年
、
特
賜w

天
台
年
分
度
者
二
人z

一
人
習
真
言
業
、
一

人
学
止
観
業
、
永
為
恒
式
。
爾
後
、
叡
山
毎
年
修w

灌
頂a

兼
令p

勤w

学
両

業z

然
則
、
天
台
宗
止
観
・
真
言
両
業
者
、
是
桓
武
天
皇
之
所w

崇
建q

矣
。

至w

于
弘
仁
十
三
年a

有p

勅
、
伝w

大
乗
戒z

於w

比
叡
山a

毎
年
天
使

監w

試
両
業a

預w

得
度
授
戒
之
例z

経w

十
二
祀a

不p

許w

出
山z

天
長

聖
主
（
淳
和
天
皇
）、
特
建w

戒
壇a

伝
戒
之
縁
、
更
亦
発
揮
。
今
上
陛
下
（
仁

明
天
皇
）、
建w

華
宇a

安w

置
名
僧z

転
経
礼
念
、
夙
夜
連p

声
、
視
聴
之
人
、

咸
蒙w

薫
福z

故
止
観
盛
業
、
伝
来
歳
久
、
灌
頂
鎮
国
、
于p

今
五
朝
也
。

円
仁
、
去
承
和
五
年
渉p

海
入p

唐
。
随p

使
到w

楊
州
大
都
督
府a

遇w

不

空
三
蔵
弟
子
全
雅
阿
闍
梨a

受w

金
剛
界
大
法
経
章
疏
等
一
百
九
十
八
巻
、

并
胎
蔵
金
剛
両
部
大
曼
荼
羅
及
諸
尊
壇
様
、
高
僧
真
影
、
及
舎
利
等
二
十

一
種z

開
成
五
年
、
到w

五
台
山a

巡w

礼
五
峯a

寄w

住
大
花
厳
寺
涅
槃

院q

経p

夏
、
於w

天
台
大
師
第
七
弟
子
志
遠
和
尚
辺a

稟w

三
観
之
旨a

写w

得
天
台
教
迹
等
三
十
七
巻z 

同
年
十
月
、
始
於w

大
興
善
寺
勅
翻
経
頂

院
不
空
三
蔵
第
三
弟
子
元
政
阿
闍
梨
辺a

受w

灌
頂a

学w

金
剛
界
大
法
并

諸
尊
法z

至w

会
昌
元
年a

受w

伝
法
灌
頂z

其
年
五
月
、
於w

青
龍
寺
勅

置
本
命
灌
頂
道
場
不
空
三
蔵
弟
子
義
真
阿
闍
梨
辺a

受w

灌
頂a

受w

大
毘

盧
舎
那
経
秘
旨
及
蘇
悉
地
大
法z

従w

会
昌
三
年
二
月a

於w

善
無
畏
三
蔵

太
政
官
牒w

延
暦
寺z

応p

修w

灌

頂q

事
。

（
以
下
、
太
政
官
符
の
引
用
）

（
太
政
官
符
の
引
用
な
し
）
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第
四
弟
子
玄
法
寺
法
全
阿
闍
梨
所a

入w

灌
頂
壇a

受w

胎
蔵
大
法
并
諸
尊

法z

至w

于
三
年
三
月a

受w

伝
法
灌
頂z

其
後
、
於w

青
龍
寺
南
天
竺
三

蔵
宝
月
辺a

重
習w

悉
曇z

凡
住w

長
安q

六
年
之
間
、
求w

得
念
誦
教
法
経

論
章
疏
等
五
百
五
十
九
巻
、
胎
蔵
・
金
剛
界
両
部
大
曼
荼
羅
、
及
諸
尊
曼

荼
羅
壇
像
、
并
道
具
等
二
十
一
種z

又
於w

天
台
大
師
第
八
弟
子
右
街
醴

泉
寺
僧
宗
頴
所a
研w

習
止
観
之
微
旨z 

去
年
季
秋
、
将p

法
帰
朝
。
用
添w

前
蹤a

冀p

飾w

遺
風z
今
望
、
於w

此
雲
峯
先
帝
本
願
之
地a

奉w

為
国

家a

永
修w

灌
頂a

増w
飾
皇
祐a

鎮w

護
聖
境z

伏
乞
、
天
恩
特
垂w

允

許z

則
先
帝
御
願
、
塵
劫
逾
隆
、
今
上
宝
祚
、
万
代
長
栄
者
。
右
大
臣
（
藤

原
良
房
）
宣
、
奉p

勅
依p

請
。
嘉
祥
元
年
六
月
十
五
日
。

　

引
用
の
冒
頭
で
は
、
最
澄
が
桓
武
天
皇
よ
り
真
言
業
（
遮
那
業
）
と
止
観
業

の
年
分
度
者
を
賜
っ
た
こ
と
や
、
比
叡
山
に
戒
壇
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が

列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
重
傍
線
部
か
ら
円
仁
の
入
唐
に
よ
る
成
果
が

示
さ
れ
、
最
後
に
比
叡
山
で
の
灌
頂
勤
修
に
関
す
る
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
円
仁
の
入
唐
に
よ
る
成
果
に
注
目
す
る
と
、
傍
線
部
に
「
三
観
之
旨
」「
天

台
教
迹
」「
止
観
之
妙
旨
」
と
い
っ
た
密
教
と
は
直
接
関
係
の
な
い
成
果
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
そ
の
記
述
か
ら
天
台
教
学

や
智
顗
が
著
し
た
『
摩
訶
止
観
』
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、『
摩
訶
止
観
』

に
よ
る
修
行
が
規
定
さ
れ
た
止
観
業
に
相
当
す
る
成
果
を
記
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
）
29
（

。
先
述
の
通
り
、
こ
の
太
政
官
符
は
密
教
の
灌
頂
勤
修
を
乞
う
奏
上
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
密
教
以
外
の
成
果
を
あ
え
て
記
す
必
要
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
真
言
業
と
止
観
業
の
年

分
度
者
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
あ
え
て
述
べ
た
上
で
、
円
仁
が
入
唐
に
よ
り
真

言
業
に
相
当
す
る
密
教
の
成
果
だ
け
で
な
く
、
止
観
業
に
相
当
す
る
成
果
も
得

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、『
慈
覚
大
師
伝
』
現
行
本
の
嘉
祥
元
年
記
事
で
も
、
法
華
懺
法
の

記
述
が
密
教
に
関
連
す
る
語
の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

法
華
懺
法
は
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』
で
示
さ
れ
る
半
行
半
坐
三
昧
の
行
法
書

『
法
華
三
昧
行
法
』
を
も
と
に
次
第
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
法
華

懺
法
の
「
大
綱
」
を
最
澄
が
伝
え
、
円
仁
が
そ
の
「
精
要
」
を
弘
め
た
と
す
る

『
慈
覚
大
師
伝
』
の
記
述
を
太
政
官
符
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
円
仁
の
止
観
業
の

成
果
に
相
当
さ
せ
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
嘉
祥
元
年
の
記
事

は
、
三
千
院
本
か
ら
現
行
本
が
成
立
す
る
過
程
で
太
政
官
符
の
記
述
を
参
考
に

し
て
改
訂
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
太
政
官
符
自
体
に
は
「
法
華
懺
法
」
や
「
法
華
三
昧
行
法
」
と
い

う
語
は
な
い
た
め
、
現
行
本
の
嘉
祥
元
年
記
事
に
「
法
華
懺
法
」
と
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
止
観
業
や
『
摩
訶
止
観
』
を
表
し
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
太
政
官
符
を
も
と
に
記
事
が
改
訂
さ
れ
た
と
仮
定
し
て
も
、

文
脈
上
、
不
自
然
な
位
置
に
法
華
懺
法
の
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
三
千
院
本
と
現
行
本
の
嘉
祥
元
年
記
事
の
比
較
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
現
行
本
は
三
千
院
本
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
両
本
の
冒
頭
か
ら
嘉
祥
三
年

ま
で
の
記
事
を
比
較
す
る
と
、
全
体
の
分
量
に
は
ほ
ぼ
差
異
は
な
い
が
、
三
千
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院
本
の
本
文
を
現
行
本
で
は
略
し
て
い
る
箇
所
や
、
逆
に
法
華
懺
法
の
記
事
の

よ
う
に
内
容
が
追
加
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
）
30
（

。
つ
ま
り
、
現
行
本
は
三
千
院

本
の
内
容
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
改
編
が
加
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
嘉
祥
元
年
記
事
も
そ
う
し
た
改
編
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

現
状
で
は
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
こ
ま
で
三
千
院
本
と
現
行
本
の
比
較
か
ら
嘉
祥
元
年
記
事
を
検
討
し
て
き

た
が
、
そ
も
そ
も
現
行
本
に
み
え
る
「
法
華
懺
法
」
と
い
う
語
が
、
後
の
法
華

懺
法
と
同
一
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
前

に
み
た
『
諸
寺
縁
起
』
で
は
、『
慈
覚
大
師
伝
』
現
行
本
で
「
法
華
懺
法
」
と

し
て
い
た
語
が
「
半
行
半
坐
三
昧
行
法
」、
す
な
わ
ち
『
法
華
三
昧
行
法
』
を

表
す
語
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、現
行
本
の
嘉
祥
元
年
記
事
に
あ
る
「
法

華
懺
法
」
と
い
う
語
も
、
儀
礼
化
し
た
法
華
懺
法
で
は
な
く
『
法
華
三
昧
行
法
』

を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
慈
覚
大
師
伝
』

に
み
え
る
「
法
華
懺
法
」
と
い
う
語
が
、『
法
華
三
昧
行
法
』
を
指
し
て
い
る

と
仮
定
し
て
円
仁
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

　

円
仁
の
入
唐
の
成
果
に
は
、
い
く
つ
か
の
将
来
目
録
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

目
録
に
は
『
法
華
三
昧
行
法
』
や
法
華
懺
法
に
関
す
る
将
来
品
は
み
え
な
い
。

し
か
し
、
円
仁
の
入
唐
の
記
録
で
あ
る
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
は
、『
法

華
三
昧
行
法
』
の
語
や
同
書
に
関
す
る
記
述
が
複
数
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
に
て
論
じ
た
た
め
詳
細
は
略
す
る
が
、『
入
唐
求

法
巡
礼
行
記
』
に
み
え
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
記
述
は
、
同
書
に
基
づ
い
て

行
を
し
て
い
た
僧
た
ち
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
円
仁
が
法
華
懺
法
の
よ
う
な

儀
礼
を
見
聞
し
た
と
断
定
で
き
る
よ
う
な
記
述
で
は
な
い
）
31
（

。

　

ま
た
、
先
述
の
通
り
、『
法
華
三
昧
行
法
』
は
円
仁
に
先
行
し
て
鑑
真
や
最

澄
が
日
本
へ
将
来
し
て
い
る
た
め
、『
慈
覚
大
師
伝
』
に
あ
る
「
法
華
懺
法
」

と
い
う
語
を
『
法
華
三
昧
行
法
』
と
仮
定
す
る
と
、
鑑
真
や
最
澄
が
将
来
し
た

『
法
華
三
昧
行
法
』
に
つ
い
て
、
円
仁
が
唐
で
さ
ら
に
学
び
を
深
め
て
日
本
へ

伝
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
嘉
祥
元
年
記
事
に
円

仁
が
「
法
華
懺
法
（
法
華
三
昧
行
法
）」
を
「
改
伝
」
し
、「
精
要
」
を
弘
め
た

と
あ
る
こ
と
も
よ
り
理
解
で
き
る
。『
慈
覚
大
師
伝
』
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、

三
千
院
本
や
現
行
本
に
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
箇

所
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
）
32
（

、現
行
本
が
編
纂
さ
れ
る
際
に
、『
入

唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
あ
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
語
が
「
法
華
懺
法
」
と
い

う
語
に
変
化
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、『
諸
寺
縁
起
』
に
お
い
て
「
法
華
懺
法
」
の
語
が
「
半
行
半

坐
三
昧
行
法
」
と
い
う
語
に
改
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
行
本
の
「
法
華
懺

法
」
と
い
う
語
も
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
表
し
て
い
る
と
理
解
す
る
方
が
穏
当

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
33
（

。

　

以
上
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
嘉
祥
元
年
記
事
を
三
千
院
本
と
の
比
較
と

「
法
華
懺
法
」
の
語
の
意
味
か
ら
検
討
し
た
。
三
千
院
本
と
現
行
本
を
比
較
す

る
と
、
現
行
本
に
は
三
千
院
本
で
密
教
に
関
す
る
記
述
し
か
な
か
っ
た
箇
所
に

法
華
懺
法
の
関
連
記
事
が
み
え
、
現
行
本
成
立
の
過
程
で
記
事
が
挿
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
現
行
本
の
「
法
華
懺
法
」
と
い
う
語
が
、
儀
礼

化
し
た
法
華
懺
法
で
は
な
く
、
そ
の
原
典
で
あ
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
指
し



1055（36）

て
い
る
可
能
性
も
指
摘
し
た
。
嘉
祥
元
年
記
事
の
「
法
華
懺
法
」
と
い
う
語
は
、

『
法
華
三
昧
行
法
』
と
理
解
し
た
方
が
穏
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
、
同
記
事
は
儀
礼
化
し
た
法
華
懺
法
の
将
来
に
関
す
る
記
事
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
貞
観
二
年
記
事
の
再
検
討

　

続
い
て
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
貞
観
二
年
の
記
事
「
以w

安
楽
行
品a

伝w

法
華
堂z

」
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
記
事
が
示
さ
れ
る
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
は
、
円
仁
が
帰
京
し

て
か
ら
十
二
年
後
に
あ
た
る
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
円
仁
が
唐
よ
り
法
華
懺
法

を
伝
え
た
と
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
帰
京
か
ら
相
当
な
時
間
が
経
過
し
た

時
期
に
こ
う
し
た
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
よ
り
将
来
し
た

最
新
の
儀
礼
で
あ
れ
ば
、
嘉
祥
元
年
記
事
に
あ
っ
た
密
教
の
灌
頂
の
よ
う
に
、

帰
国
直
後
や
そ
れ
ほ
ど
時
間
の
経
た
な
い
う
ち
に
日
本
で
も
導
入
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
を
裏
付
け
る
他
の
史
資
料
は
確
認
が
で
き
ず
、

記
事
が
書
か
れ
た
背
景
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
34
（

。
ま
た
、
嘉
祥
元
年
の

法
華
懺
法
関
連
記
事
は
三
千
院
本
と
比
較
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

三
千
院
本
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
ま
で
し
か
記
事
が
な
い
た
め
、
貞
観
二
年

の
記
事
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
記
事
に
あ
る
「
伝
」
と
い
う
語
を
、
円
仁
が
入
唐

に
よ
る
成
果
を
日
本
に
「
伝
え
た
」
と
い
う
意
味
で
捉
え
て
よ
い
の
か
と
い
う

点
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
貞
観
二
年
記
事
に
は
「
伝w

法
華
堂q

」
と
あ
る

が
、
円
仁
が
法
華
堂
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
内
容
が
、
唐
で
見
聞
し
た
儀
礼
で
あ

る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、「
円
仁
が
『
法
華
経
』
安

楽
行
品
を
読
誦
す
る
法
華
懺
法
の
次
第
を
新
た
に
つ
く
り
、
法
華
堂
で
修
す
る

た
め
に
衆
僧
に
伝
え
た
」
な
ど
、
円
仁
が
新
し
い
行
儀
を
創
始
し
た
と
捉
え
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
華
懺
法
は
円
仁
が

唐
よ
り
将
来
し
た
儀
礼
で
は
な
く
、
円
仁
が
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
も
と
に
創

始
し
た
儀
礼
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
法
華
懺
法
に
お
い
て
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
を
読
誦
す

る
行
儀
に
注
目
し
て
記
事
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

貞
観
二
年
の
記
事
が
法
華
懺
法
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
経
緯
は
、
先
に
も

述
べ
た
通
り
、
法
華
懺
法
の
次
第
に
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
を
読
誦
す
る
次
第

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
次
第
の
根
拠
は
『
法
華
三
昧
行
法
』
の

読
誦
行
の
記
述
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
行
の
法
華
懺
法
の
次
第
を
確
認
す
る

と
、
安
楽
行
品
一
品
全
て
を
読
誦
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
品
冒
頭
の
長
行
か

ら
最
初
の
偈
頌
（
重
頌
）
ま
で
を
読
誦
す
る
行
儀
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
確
認

で
き
る
法
華
懺
法
の
次
第
本
は
平
安
後
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
全

て
で
読
誦
す
る
箇
所
は
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
楽
行
品
の
冒
頭
一

部
だ
け
を
読
誦
す
る
と
い
う
行
儀
を
円
仁
が
将
来
し
た
、
も
し
く
は
創
始
し
た

と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
安
楽
行
品
の
冒
頭
一
部
の
み
を
読
誦
す
る
と
い
う
行
儀
に
は
、
智

顗
の
師
僧
で
あ
っ
た
慧
思
（
五
一
五
│
五
七
七
）
に
思
想
的
な
根
拠
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
円
仁
だ
け
で
な
く
鑑
真
や
最
澄
が
将
来
し
た
り
、
創
始
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し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』
に
よ
れ
ば
、

慧
思
に
拝
し
た
智
顗
は
、
か
つ
て
共
に
霊
鷲
山
で
『
法
華
経
』
を
聴
聞
し
た
因

縁
が
あ
る
こ
と
（
霊
山
同
聴
）
を
伝
え
ら
れ
、「
普
賢
道
場
」
と
「
四
安
楽
行
」

に
よ
っ
て
修
行
し
た
と
さ
れ
る
）
35
（

。
こ
の
「
普
賢
道
場
」
と
「
四
安
楽
行
」
は
、

慧
思
撰
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
に
説
か
れ
る
「
有
相
行
」
と
「
無
相
行
」
に
該

当
す
る
と
考
え
ら
れ
、同
書
に
よ
れ
ば
、「
有
相
行
」
は
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』

に
基
づ
く
『
法
華
経
』
の
読
誦
行
、「
無
相
行
」
は
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
に

基
づ
く
坐
禅
の
行
と
さ
れ
て
い
る
）
36
（

。「
無
相
行
」
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
『
法

華
経
』
安
楽
行
品
に
は
、
そ
の
冒
頭
に
、
後
の
悪
世
に
お
い
て
『
法
華
経
』
を

説
こ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
「
四
法
」
に
安
住
す
べ
き
と
あ
り
）
37
（

、
そ
の
後
に
示

さ
れ
る
四
法
は
、
身
・
口
・
意
・
誓
願
の
四
安
楽
行
と
呼
ば
れ
る
。
慧
思
の
『
法

華
経
安
楽
行
義
』
は
、
こ
の
う
ち
身
安
楽
行
に
説
か
れ
る
内
容
が
中
心
で
あ
り
、

禅
定
を
修
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
「
安
楽
行
品
初
如p

説
）
38
（

。」
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
慧
思
が
説
く
「
無
相
行
」
で
は
、
安
楽
行
品
の
経
文
の
中
で
も
特
に
身

安
楽
行
の
箇
所
を
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

身
安
楽
行
と
さ
れ
る
経
文
こ
そ
が
、
法
華
懺
法
に
お
い
て
読
誦
す
る
安
楽
行
品

の
経
文
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
慧
思
の
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
は
最
澄

の
将
来
目
録
に
も
み
え
る
た
め
、
慧
思
の
こ
う
し
た
思
想
を
最
澄
も
理
解
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
）
39
（

。
ま
た
、
鑑
真
が
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
を
将
来
し
て
い
る
か

は
確
認
で
き
な
い
が
、『
法
華
三
昧
行
法
』
以
外
に
も
天
台
関
係
の
文
献
を
い

く
つ
か
将
来
し
て
い
る
た
め
、
慧
思
の
こ
う
し
た
思
想
を
理
解
し
て
い
た
可
能

性
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
華
懺
法
に
お
い
て
安
楽
行
品
の
冒
頭
一
部
の
み

（
身
安
楽
行
の
箇
所
の
み
）
を
読
誦
す
る
行
儀
は
、
鑑
真
や
最
澄
が
中
国
か
ら

将
来
し
た
り
、
彼
ら
が
創
作
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
智
顗
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
は
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
説

か
れ
る
六
根
懺
悔
法
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、
先
述
の
通
り
、
読
誦
行
の
箇
所

で
は
安
楽
行
品
一
品
の
読
誦
も
認
め
て
い
る
。そ
の
た
め
、慧
思
が
説
い
た
「
有

相
行
」、
す
な
わ
ち
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
基
づ
く
読
誦
行
の
中
で
、「
無

相
行
」
で
あ
る
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
の
み
を
読
誦
す
る
こ
と
に
は
矛
盾
が
あ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
摩
訶
止
観
』
で
は
、「
無
相
行
」
と
「
有

相
行
」
は
縁
に
よ
っ
て
前
後
が
あ
る
だ
け
で
本
質
的
に
は
異
な
る
も
の
で
は
な

い
と
説
か
れ
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
次
第
は
、両
行
を
統
合
し
、初
行
者
を
「
有

相
行
」
か
ら
「
無
相
行
」
へ
と
導
く
構
成
に
な
っ
て
い
る
）
40
（

。
し
た
が
っ
て
、『
観

普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
基
づ
く
読
誦
行
の
中
で
、『
法
華
経
』
安
楽
行
品
を
読

誦
す
る
こ
と
は
、
智
顗
の
思
想
に
お
い
て
も
何
ら
矛
盾
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
内
容
が
や
や
煩
瑣
に
な
っ
た
が
、
貞
観
二
年
の
法
華
懺
法
関
連
記
事

に
つ
い
て
は
根
拠
と
な
る
よ
う
な
他
の
史
資
料
が
確
認
で
き
ず
、
法
華
懺
法
の

次
第
で
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
を
読
誦
す
る
と
い
う
行
儀
か
ら
も
円
仁
の
将
来

や
創
始
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
こ
う

し
た
記
事
が
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
根
拠
に
よ
っ
て
こ
の
記
事
が
書
か
れ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
記
事
自
体
の
文
言
の
理
解
も
含
め
て
、
現
状
で
は
こ
の
記
事
を

も
っ
て
法
華
懺
法
を
円
仁
が
将
来
、
ま
た
は
創
始
し
た
と
す
る
こ
と
に
は
検
討

の
余
地
が
残
る
。
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五
　
結
語
に
か
え
て

　
　
│
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
成
立
背
景
│

　
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
み
え
る
法
華
懺
法
関
連
記
事
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
小
稿
で
は
そ
れ
ら
を
改
め
て
検
討
し
、
い
く
つ
か
の

問
題
点
を
指
摘
し
た
。
同
記
事
に
基
づ
く
円
仁
の
将
来
説
を
史
実
と
し
て
首
肯

す
る
こ
と
は
、
現
状
で
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
は
法
華
懺
法
と
関

連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
記
事
が
み
え
る
の
で
あ
り
、
三
千
院
本
『
慈
覚
大
師

伝
』
か
ら
現
行
本
が
成
立
す
る
過
程
で
改
訂
や
増
稿
が
行
わ
れ
、
記
事
が
追
加

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
結
語
に
か
え
て
、
こ
う
し
た
改
訂
や
増
稿
を
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』

の
成
立
背
景
と
い
う
点
か
ら
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

　

小
稿
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
が
延
暦
寺
に
奉

納
さ
れ
た
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
と
い
う
年
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
円
仁
が
貞

観
六
年
（
八
六
四
）
に
没
し
て
か
ら
七
十
五
年
後
に
あ
た
り
、
現
行
本
は
円
仁

の
没
後
相
当
な
時
間
を
経
て
か
ら
完
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
現
行

本
の
奥
書
に
あ
る
奉
送
文
に
は
、
宇
多
天
皇
の
第
三
皇
子
で
あ
る
真
寂
法
親
王

（
八
八
六
│
九
二
七
）
が
撰
述
を
始
め
、
そ
の
子
の
源
英
明
と
源
庶
明
が
完
成

さ
せ
た
と
あ
る
が
、
撰
述
を
始
め
た
真
寂
法
親
王
の
生
年
は
円
仁
が
没
し
て
か

ら
二
十
年
以
上
も
経
て
い
る
。
伝
記
の
対
象
者
に
出
会
っ
て
い
な
い
人
物
が
伝

記
を
撰
述
す
る
場
合
、
当
然
、
他
の
史
資
料
か
ら
の
引
用
や
他
者
か
ら
の
伝
聞
、

信
仰
か
ら
創
出
さ
れ
た
伝
説
的
な
逸
話
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
撰
述
さ
れ
る
伝
記
に
は
、
史
実
と
異
な
る
内
容
が
記
述
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
天
慶
二
年
と
い
う
年
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
歴
史
の
中
で
も
非
常
に

重
要
な
転
換
点
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
が
奉
納
さ

れ
て
以
降
、
延
暦
寺
の
座
主
は
長
く
続
い
た
円
珍
派
（
寺
門
派
）
か
ら
円
仁
派

（
山
門
派
）
へ
と
か
わ
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
に
円

珍
（
八
一
四
│
八
九
一
）
が
第
五
世
天
台
座
主
と
な
っ
て
以
降
、
天
台
座
主
は

第
十
三
世
尊
意
（
八
六
六
│
九
四
〇
）
ま
で
円
珍
派
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
が
天
慶
二
年
に
延
暦
寺
へ
奉
納
さ
れ
た
翌
年

に
は
、
円
仁
の
弟
子
玄
昭
（
八
四
六
│
九
一
七
）
の
も
と
で
出
家
し
た
義
海
（
八

七
一
│
九
四
六
）
が
第
十
四
世
座
主
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
、
座
主
は
山

門
派
が
中
心
と
な
り
、
寺
門
派
か
ら
時
折
出
る
座
主
も
山
門
派
に
よ
っ
て
短
期

間
で
交
代
さ
せ
ら
れ
て
い
る
）
41
（

。
し
た
が
っ
て
、
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
奉

納
は
、
当
時
の
山
門
派
・
寺
門
派
の
争
い
と
何
ら
か
の
関
係
が
伺
え
る
の
で
あ

る
。『
慈
覚
大
師
伝
』
に
円
珍
に
関
す
る
記
述
が
一
切
出
な
い
こ
と
は
『
慈
覚

大
師
伝
』
の
先
行
研
究
で
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
）
42
（

、
仮
に
現
行
本
の
奉

納
が
山
門
派
に
よ
る
復
権
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
本
に
は
円
仁
の

権
威
を
高
め
る
た
め
の
記
事
が
多
く
追
加
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

も
う
一
点
、
法
華
懺
法
に
関
連
す
る
記
事
が
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
み

え
る
背
景
を
、
法
華
懺
法
の
法
会
が
営
ま
れ
る
時
期
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
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法
華
懺
法
が
施
主
を
伴
っ
た
法
会
と
し
て
営
ま
れ
た
記
録
の
初
出
は
、
藤
原

忠
平
（
八
八
〇
│
九
四
九
）
の
『
貞
信
公
記
』
延
長
三
年
（
九
二
五
）
四
月
十

四
日
条
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
記
事
で
は
、
忠
平
の
室
で
あ
っ
た
源
順
子

の
追
善
儀
礼
と
し
て
「
懺
法
」
が
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
懺
法
が
法
華
懺
法
で

あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
忠
平
の
子
師
輔
（
九
〇
九
│
九
六
〇
）
が
天
暦

八
年
（
九
五
四
）
に
天
台
僧
良
源
（
九
一
二
│
九
八
五
）
の
も
と
で
法
華
三
昧

の
法
会
を
営
み
、
後
に
孫
の
道
長
（
九
六
六
│
一
〇
二
八
）
が
木
幡
浄
妙
寺
を

建
立
し
て
、
法
華
三
昧
の
法
会
を
催
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
法
華
懺
法
の

法
会
（
法
華
三
昧
会
）
は
藤
原
北
家
に
と
っ
て
重
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
延
長
三
年
の
「
懺
法
」
も
法
華
懺
法
（
法
華
三
昧
会
）
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
周
知
の
通
り
、
藤
原
北
家
は
冬
嗣
（
七
七
五
│
八
二
六
）
や
良
房

（
八
〇
四
│
八
七
二
）
の
頃
か
ら
最
澄
を
通
じ
て
天
台
宗
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、

『
慈
覚
大
師
伝
』
に
は
、
良
房
の
養
子
で
忠
平
の
父
で
あ
る
基
経
（
八
三
六
│

八
九
一
）
が
円
仁
か
ら
密
教
の
灌
頂
を
受
け
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

天
台
僧
良
源
は
師
輔
の
援
助
を
受
け
、
比
叡
山
を
復
興
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
華
懺
法
の
法
会
が
藤
原
氏
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
く
時
代

背
景
と
、
法
華
懺
法
の
記
事
が
み
え
る
現
行
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
成
立
時
期

は
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
法
会
の
隆
盛
が
記
事
の

成
立
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
推
測
の
域
を
出
な
い
考
察
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
『
慈
覚
大
師

伝
』
の
研
究
で
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
視
点
で
の
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

『
慈
覚
大
師
伝
』
は
近
年
ほ
ぼ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
が
）
43
（

、
同
伝
の
諸
本
や
円
仁

の
入
唐
の
諸
記
録
に
よ
っ
て
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
延
暦
寺
の
教
団
成
立
史

や
そ
れ
に
伴
う
朝
廷
の
政
治
史
、
同
伝
に
み
ら
れ
る
儀
礼
の
記
述
と
い
っ
た
他

の
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。

註

（
1
） 　

智
顗
撰
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
最
古
本
は
、
称
名
寺
聖
教
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

管
理
）
の
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
期
に
蒐
集
さ
れ
た
『
魚

山
叢
書
』
所
収
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
底
本
が
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
で
あ
る
た

め
、
内
容
と
し
て
は
同
書
の
方
が
古
い
。『
法
華
三
昧
行
法
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
彌
勒
・
彌
陀
信
仰
よ
り
み
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
と
法
華
懺
法
」（『
東
洋
の
思

想
と
宗
教
』
三
九
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。
な
お
、
大
正
蔵
に
は
宋
代
天
台
の
遵
式

（
九
六
四
│
一
〇
三
二
）
が
当
時
流
布
し
て
い
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
諸
本
を
校
訂

し
た
『
法
華
三
昧
懺
儀
』
が
あ
る
が
、
法
華
懺
法
の
次
第
書
（
次
第
本
）
は
日
本
に
現

存
す
る
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
も
と
に
唱
句
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、
小
稿
で
は
『
法

華
三
昧
懺
儀
』
は
扱
わ
な
い
。

（
2
） 　

特
に
後
白
河
法
皇
が
宮
中
で
始
め
た
法
華
懺
法
の
法
会
で
あ
る
御
懺
法
講
は
、
南
北

朝
期
に
宮
中
仏
事
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
、
以
降
、
明
治
維
新
前
ま
で
実
修
の
記
録
が

残
る
。

（
3
） 　

後
白
河
法
皇
の
墓
所
を
は
じ
め
、
そ
の
皇
子
た
ち
の
墓
所
も
法
華
堂
で
あ
る
。
ま
た
、

京
都
の
深
草
法
華
堂
（
深
草
北
陵
）
に
は
、
後
深
草
天
皇
以
後
の
十
二
人
の
天
皇
の
遺

骨
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
源
頼
朝
（
一
一
四
七
│
一
一
九
九
）
や
、
鎌
倉
幕

府
執
権
の
北
条
義
時
（
一
一
六
三
│
一
二
二
四
）
も
法
華
堂
を
墓
所
と
し
て
い
る
。
法

華
堂
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
清
水
擴
「
法
華
経
と
建
築
」、
同
「
平
安
貴
族
の
葬

法
と
建
築
」（
同
『
平
安
時
代
仏
教
建
築
史
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九

二
年
）、
上
島
享
「〈
王
〉
の
死
と
葬
送
│
穢
と
学
侶
・
聖
・
禅
衆
│
」（
同
『
日
本
中

世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
法
華
堂
（
法
華
三
昧
堂
）
は
最
澄
の
建
立
を
初
例
と
し
、
平
安
中
期
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か
ら
墓
所
に
併
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
鳥
羽
法
皇
か
ら
後
白
河
法
皇
の
頃
に
な
る

と
法
華
堂
自
体
を
墓
所
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
武
家
の
棟
梁
の
法
華
堂
墓
所
建

立
は
、
こ
う
し
た
法
皇
の
法
華
堂
墓
所
建
立
に
対
抗
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
未
だ
十
分
に
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
法
華
堂
墓
所
に
つ
い
て
は
法
華
懺
法
の

思
想
的
展
開
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
4
） 　
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』（『
群
書
類
従
』
五
輯
、
五
三
九
頁
上
）
に
鑑
真
将
来
の
書
目

と
し
て
「
行
法
花
懺
法
一
巻
」
と
あ
る
。
鑑
真
と
と
も
に
渡
来
し
た
法
進
（
七
〇
九
│

七
七
八
）
の
『
沙
弥
十
戒
並
威
儀
経
疏
』
巻
五
に
も
、
法
進
の
所
蔵
本
と
し
て
同
名
が

み
え
る
（
日
蔵
四
〇
・
三
〇
四
頁
）。
こ
れ
ら
が
智
顗
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
指
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
小
稿
で
は
『
法
華
三
昧
行
法
』
と
捉

え
、
鑑
真
を
最
初
の
将
来
と
し
た
。
た
だ
し
、
蔵
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
伝
の
研
究
』

（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
）
の
諸
本
校
訂
に
よ
れ
ば
、『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
の
古
本
に

は
同
書
の
記
載
が
な
い
よ
う
で
あ
る
（
六
一
二
頁
）。
最
澄
の
将
来
目
録
『
台
州
録
』

に
は
「
妙
法
蓮
華
経
懺
法
一
巻　
或
名
三

昧
行
法 

智
者
大

師　

出
一
十
八
紙
」（
大
正
五
五
・
一
〇
五
五
頁

中
）」
と
あ
る
た
め
、
最
澄
の
時
点
で
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
5
） 　

例
え
ば
、
福
田
堯
頴
「
法
華
懺
法
に
つ
い
て
」（
同
『
続
天
台
学
概
論
』
福
田
老
師

遺
徳
顕
彰
会
、
一
九
五
九
年
）
で
は
、『
慈
覚
大
師
伝
』
の
記
述
に
つ
い
て
疑
問
を
呈

し
な
が
ら
も
、
円
仁
が
五
台
山
で
志
遠
座
主
に
会
っ
た
と
す
る
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』

の
記
事
か
ら
、
志
遠
座
主
が
行
っ
て
い
た
儀
礼
が
法
華
懺
法
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
へ

伝
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
藤
哲
英
「
法
華
三
昧
懺
儀
」（
同
『
天
台
大
師

の
研
究
│
智
顗
の
著
作
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
│
』
百
華
苑
、
一
九
六
一
年
）
は
、
現

行
の
法
華
懺
法
が
円
仁
の
伝
え
た
儀
礼
そ
の
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、『
慈
覚
大
師
伝
』

の
記
述
か
ら
、
円
仁
が
儀
礼
化
し
た
法
華
三
昧
行
法
を
移
入
し
、
日
本
に
て
一
層
儀
礼

化
が
進
ん
だ
と
考
察
し
て
い
る
。

（
6
） 　

例
え
ば
、
前
掲
註（
5
）の
福
田
氏
論
攷
に
対
し
て
、
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行

記
の
研
究
』
巻
二
（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
七
年
）
の
註
釈
で
は
、
記
事
の
内
容
が

少
な
い
た
め
そ
の
検
証
は
難
し
い
と
す
る
。
ま
た
、
塩
入
良
道
「
慈
覚
大
師
改
伝
・
相

伝
の
懴
法
に
つ
い
て
」（
同
『
中
国
仏
教
に
お
け
る
懺
法
の
成
立
』
大
正
大
学
天
台
学

研
究
室
、
二
〇
〇
七
年
）
で
は
、『
慈
覚
大
師
伝
』
の
記
事
に
対
す
る
明
確
な
態
度
は

示
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
慈
覚
大
師
伝
』
に
み
え
る
「
法
華
懺
法
」
が
現
行
の
法
華

懺
法
と
は
異
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
内
典
「
観
行
と
し
て
の
声
明
│
法
華
懺
法

に
み
る
そ
の
美
的
表
現
力
と
権
能
│
」（
同
『
仏
教
声
の
技
│
悟
り
の
身
体
性
│
』
法

蔵
館
、
二
〇
一
六
年
）
で
は
、
前
掲
註（
5
）の
福
田
氏
論
攷
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
法

華
懺
法
の
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
と
す
る
。

（
7
） 　

同
本
に
つ
い
て
は
、
小
野
勝
年
『
三
千
院
本
慈
覚
大
師
伝
』（
五
典
書
院
、
一
九
六

七
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
ま
た
、『
続
天
台
宗
全
書
』
史
伝
部
２

に
も
翻
刻
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
8
） 　
『
続
天
台
宗
全
書
』
史
伝
部
２

所
収
の
『
慈
覚
大
師
伝
』
は
、
本
山
寺
蔵
の
『
比
叡

山
四
大
師
伝
記
』（
宝
永
二
年
﹇
一
七
〇
五
﹈
版
本
）
の
「
慈
覚
大
師
伝
」
部
分
を
底

本
と
し
、
叡
山
文
庫
池
田
蔵
本
（『
叡
山
四
大
師
伝
記
』
所
収
、
明
和
四
年
﹇
一
七
六
七
﹈

版
本
）、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
建
長
二
年
﹇
一
二
五
〇
﹈
写
本
）、
三
千
院
円
融
蔵
本
（
天

文
八
年
﹇
一
五
三
九
﹈
写
軸
本
）、
叡
山
文
庫
天
海
蔵
本
（
寛
永
十
七
年
﹇
一
六
四
〇
﹈

写
本
）、『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下
所
収
本
を
対
校
本
と
し
て
い
る
。

（
9
） 　

福
井
康
順
「
慈
覚
大
師
別
伝
の
形
成
」（
福
井
康
順
編
『
慈
覚
大
師
研
究
』
天
台
学
会
、

一
九
六
四
年
）、
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
巻
四
（
三
四
五
頁
以
降
、

鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
七
年
）、
佐
伯
有
清
『
慈
覚
大
師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
六
年
）
を
参
照
。
同
伝
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
鷲
尾
順
敬
氏
・
所
功
氏
・
多
賀

宗
隼
氏
に
も
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
右
の
佐
伯
有
清
氏
の
論
攷
に
ま
と
め
ら
れ
、
諸

説
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
山
田
和
夫
『
平
安
前
期
天
台
教
団
と
慈
覚
大
師
円

仁
の
研
究
』（
立
正
大
学
、
一
九
九
一
年
、
平
成
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成

果
報
告
書
）
で
は
、
諸
氏
の
成
果
に
『
禅
院
並
赤
山
記
』
と
い
う
文
献
を
加
え
た
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
三
千
院
本
が
現
行
本
に
先
行
す
る
本
で
あ
る
と
い
う
点
は
諸
氏

と
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。

（
10
） 　

前
掲
註（
9
）に
示
し
た
諸
説
を
検
討
し
た
佐
伯
氏
論
攷
で
は
、
現
行
本
の
成
立
過
程

と
し
て
、
ま
ず
三
千
院
本
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
増
稿
し
た
「
円
仁
伝
」（
仮
称
、
現

存
せ
ず
）
を
も
と
に
『
三
代
実
録
』
所
収
の
円
仁
伝
が
で
き
た
と
す
る
。
ま
た
、
現
行
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本
の
奥
書
に
は
官
職
名
の
み
記
さ
れ
た
特
定
で
き
な
い
人
物
名
が
あ
り
、
そ
の
検
討
が

諸
説
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
佐
伯
氏
は
こ
の
人
物
を
菅
原
道
真
（
八
四
五
│
九

〇
三
）
と
し
、
道
真
が
前
の
「
円
仁
伝
」
を
も
と
に
撰
述
し
た
「
家
伝
」（
仮
称
、
現

存
せ
ず
）
に
さ
ら
に
増
補
し
た
も
の
が
現
行
本
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
（
一
四
一
頁
）。

（
11
） 　

奥
書
に
は
「
永
承
三
年
五
月
九
日
読
始
之　

前
越
中
守
橘
孝
親
朝
臣
以
之
為
師　

同

十
四
日
読
了　

日
者
無
假
不
読
幷
二
箇
日
読
畢
也
。
権
律
師
□
□
」
と
あ
る
。
静
嘉
堂

文
庫
蔵
本
は
、
二
〇
〇
七
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
画
像
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
本
の
奥
書
に
あ
る
橘
孝
親
に
関
し
て
は
、

山
崎
誠
「
大
江
氏
系
図
弁
証
│
大
江
匡
房
の
周
辺
│
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』

三
四
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
し
た
。
奥
書
に
は
「
前
越
中
守
橘
孝
親
朝
臣
」
と
あ
る

が
、
橘
孝
親
が
越
中
守
で
あ
っ
た
こ
と
は
他
の
史
資
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。

（
12
） 　

続
天
全
、
史
伝
２

・
六
七
頁
上
。

（
13
） 　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
は
「
法
華
懺
」。

（
14
） 　

現
行
本
を
み
る
と
、「（
弘
仁
）
十
三
年
六
月
四
日
先
師
遷
化
。」（
続
天
全
、
史
伝
部

２

・
六
一
頁
上
）
と
あ
り
、
弘
仁
十
三
年
六
月
四
日
に
没
し
た
最
澄
を
「
先
師
」
と
表

現
し
て
い
る
。

（
15
） 　

続
天
全
、
史
伝
２

・
六
九
頁
上
下
。
ち
な
み
に
、
こ
の
引
用
に
み
え
る
「
華
厳
経
云
、

三
界
唯
一
心
、
心
外
無w

別
法z

」
と
い
う
部
分
の
経
文
が
『
華
厳
経
』
に
典
拠
を
求
め

ら
れ
な
い
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
二
句
の
文
献
上
の
初
出
は
、
日
本
の
天
台
僧
光

定
（
七
七
九
│
八
五
八
）
の
疑
問
に
対
し
て
、
唐
の
宗
頴
が
回
答
し
た
『
唐
決
』（『
天

台
宗
未
決
』、
卍
続
蔵
・
二
│
五
、
四
二
三
丁
左
下
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
栁
澤
正
志
「
日
本
天
台
に
お
け
る
唯
心
思
想
の
導
入
に
つ
い
て
│
『
華
厳
経
』

唯
心
偈
の
受
容
と
浄
土
教
的
展
開
│
」（
同
『
日
本
天
台
浄
土
教
思
想
の
研
究
』
法
蔵
館
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
16
） 　
『
法
華
三
昧
行
法
』
で
読
誦
に
つ
い
て
述
べ
る
「
誦
経
方
法
」
で
は
、『
法
華
経
』
に

通
利
し
て
い
る
者
の
た
め
の
「
具
足
誦
」
と
、『
法
華
経
』
を
読
誦
し
た
こ
と
の
な
い

者
の
た
め
の
「
不
具
足
誦
」
と
い
う
読
経
方
法
が
示
さ
れ
、「
不
具
足
誦
」
の
者
は
安

楽
行
品
一
品
を
読
む
べ
き
と
し
て
い
る
。

（
17
） 　

法
華
懺
法
の
次
第
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
法
華
懺
法
の
次
第
成
立
過
程
」

（『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
二
二
、
二
〇
二
四
年
）
を
参
照
。
法
華
懺
法
の
儀
礼
に
用
い

る
紙
本
の
次
第
本
は
、
こ
れ
ま
で
平
安
院
政
期
頃
ま
で
し
か
現
存
せ
ず
、
そ
れ
以
前
の

次
第
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
埋
経
資
料
で
あ
る
瓦
経
に
残
る
次
第
本
に
注
目
す
る
こ
と

で
平
安
後
期
の
次
第
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
次
第
本
は
、
す
べ
て
安
楽
行
品
を
読
誦

す
る
行
儀
と
な
っ
て
い
る
。

（
18
） 　
『
諸
寺
縁
起
』
は
、
正
承
（
一
二
〇
五
│
一
二
八
二
）
が
編
纂
し
た
『
阿
娑
縛
抄
』（
仏

全
四
一
所
収
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
続
群
書
類
従
』
二
七
輯
下
に
は
、『
諸

寺
縁
起
』
の
異
本
と
さ
れ
る
『
三
塔
諸
寺
縁
起
』
が
あ
り
、
法
華
三
昧
院
の
記
述
に
つ

い
て
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
（
四
七
九
頁
〜
四
八
〇
頁
）。
比
叡
山
の
諸
堂
史
に
つ
い
て
は
、

武
覚
超
『
比
叡
山
諸
堂
史
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
19
） 　

仏
全
四
一
・
三
八
四
頁
下
〜
三
八
五
頁
下
。

（
20
） 　

大
正
四
六
・
一
四
頁
上
。

（
21
） 　

後
に
成
立
す
る
『
叡
岳
要
記
』（
永
和
五
年
﹇
一
三
七
九
﹈
以
前
成
立
）
の
法
華
三

昧
院
の
項
に
も
同
文
が
確
認
で
き
る
（『
群
書
類
従
』
二
四
輯
・
五
二
四
頁
上
〜
五
二

五
頁
下
）
た
だ
し
、『
山
門
堂
舎
記
』（
応
永
二
四
年
﹇
一
四
一
七
﹈
以
前
成
立
）
の
法

華
堂
の
項
に
は
、
円
仁
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

（
22
） 　

渋
谷
慈
鎧
編
『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』（
第
一
書
房
、
一
九
七
三
年
）
一
二
頁
。

（
23
） 　

前
掲
註（
5
）を
参
照
。
な
お
、
前
掲
註（
6
）の
塩
入
氏
論
攷
で
は
『
天
台
座
主
記
』

も
根
拠
と
し
て
い
る
。
大
内
氏
論
考
で
は
、
成
立
は
不
明
と
し
つ
つ
、『
天
台
座
主
記
』

と
『
叡
岳
要
記
』（
前
掲
註（
21
））
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
24
） 　
『
三
宝
絵
』
の
「
比
叡
舎
利
会
」「
比
叡
不
断
念
仏
」「
比
叡
灌
頂
」
の
項
に
は
円
仁

へ
の
言
及
が
あ
る
。

（
25
） 　

井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注
『
往
生
伝 

法
華
験
記
』（
日
本
思
想
大
系
七
、
岩
波

書
店
、
一
九
七
四
年
）
五
一
五
頁
〜
五
一
六
頁
。

（
26
） 　

続
天
全
、
史
伝
２

・
五
二
頁
上
下
。

（
27
） 　

続
天
全
、
史
伝
２

・
六
七
頁
上
。

（
28
） 　

三
千
院
本
に
引
か
れ
る
太
政
官
符
（
同
本
で
は
「
太
政
官
牒
」）
を
、『
類
聚
三
代
格
』
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所
収
の
太
政
官
符
と
比
較
す
る
と
、
三
千
院
本
の
方
が
分
量
が
多
く
、『
類
聚
三
代
格
』

所
収
官
符
は
抄
出
の
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
木
内
堯
央
「
円
仁
の
密
教
」

（
同
『
天
台
密
教
の
形
成
│
日
本
天
台
思
想
史
研
究
│
』
渓
水
社
、
一
九
八
四
年
）
で
は
、

三
千
院
本
は
円
仁
が
奏
上
し
た
表
文
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
官
符
が
つ
く
ら
れ
た
と

し
て
い
る
。
ま
た
木
内
氏
は
、
こ
の
時
の
灌
頂
は
密
教
の
結
縁
灌
頂
で
あ
っ
た
と
推
察

し
て
い
る
。

（
29
） 　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
「
年
分
度
者
事
」
で
は
、
天
台
業
の
二
人
の
年
分
度
者
に
つ

い
て
「
一
人
、
令p
読w
大
毘
盧
舎
那
経z

一
人
、
令p

読w

摩
訶
止
観z

」
と
規
定
し
、『
摩

訶
止
観
』
を
読
誦
す
る
年
分
度
者
が
止
観
業
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
最

澄
は
『
山
家
学
生
式
』
に
お
い
て
、
止
観
業
を
「
凡
止
観
業
者
、
年
年
毎
日
、
長w

転
長e

講
法
華
・
金
光
・
仁
王
・
守
護
諸
大
乗
等
護
国
衆
経z

」（
大
正
七
四
・
六
二
四
頁
上
）

と
規
定
し
て
い
る
。

（
30
） 　

例
え
ば
、円
仁
が
長
安
に
て
法
全
阿
闍
梨
か
ら
受
法
し
た
記
事
は
、三
千
院
本
が
「
経

p

年
以
後
、
向w

玄
法
寺z

礼w

拝
全
阿
闍
梨a

至p
誠
屈p

請
。
以
為w

和
尚a

而
入w

灌

頂
道
場z

奉w

仕
諸
尊a

習w

学
胎
蔵
大
教
儀
軌z

然
阿
闍
梨
、
預
知w

照
機
先z

新
写w

教
法a

待
来
授
与
。其
心
暁
潔
、瓦
金
同
階
。慈
悲
普
済
、伝
法
為p

懐
。不p

惜w

奥
旨a

悉
以
授
与
也
。」（
続
天
全
、
史
伝
２

・
五
一
頁
上
）
と
詳
細
に
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、

現
行
本
で
は
「
次
向w

玄
法
寺z

従w

法
全
阿
闍
梨a

習w

胎
蔵
儀
軌z
」（
続
天
全
、
史

伝
２

・
六
五
頁
下
）
と
あ
る
だ
け
で
簡
略
で
あ
る
。

（
31
） 　

拙
稿
「
入
唐
僧
円
仁
の
見
聞
し
た
天
台
儀
礼
│
法
華
懺
法
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

│
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
一
│
一
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。
拙
稿
で
は
、
こ

の
他
に
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
お
け
る
円
仁
の
儀
礼
に
対
す
る
記
述
態
度
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
。
す
な
わ
ち
、
円
仁
は
日
本
で
す
で
に
見
聞
し
て
い
る
儀
礼
で
あ
れ
ば

そ
の
異
同
に
言
及
し
、
初
見
の
儀
礼
で
あ
れ
ば
次
第
や
行
儀
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し

て
い
る
。
法
華
懺
法
の
よ
う
な
儀
礼
を
初
め
て
見
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
詳
細
を
記
述

す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
記
事
は
み
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
円
仁
は
法
華
懺
法

の
よ
う
な
儀
礼
を
唐
で
見
聞
し
て
い
な
い
、
も
し
く
は
す
で
に
日
本
で
法
華
懺
法
の
よ

う
な
儀
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
唐
の
儀
礼
と
相
違
な
い
た
め
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

（
32
） 　

前
掲
註（
7
）の
小
野
氏
解
説
、
及
び
佐
伯
有
清
「
慈
覚
大
師
伝
の
基
礎
研
究
（
一
）」

（
前
掲
註（
9
）の
佐
伯
氏
論
攷
所
収
）
を
参
照
。

（
33
） 　

さ
ら
に
『
諸
寺
縁
起
』
で
は
、『
慈
覚
大
師
伝
』
の
「
弘w

此
精
要q

」
を
「
拾w

其
精

要a

流w

布
叡
岳q

」
と
し
て
い
る
。「
弘
」
を
「
拾
」
と
し
て
い
る
点
は
、
最
澄
が
将

来
し
て
い
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
重
要
な
箇
所
を
円
仁
が
拾
っ
て
比
叡
山
に
流
布
さ

せ
た
、
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。

（
34
） 　

奈
良
弘
元
「
慈
覚
大
師
伝
に
み
る
五
台
山
念
仏
移
入
の
記
事
に
つ
い
て
」（『
印
仏
研
』

二
一
│
二
、
一
九
七
三
年
）
で
は
、
現
行
本
の
円
仁
帰
朝
後
か
ら
入
滅
ま
で
の
記
事
に

史
実
か
ど
う
か
判
断
が
で
き
な
い
記
事
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
貞
観
二
年
の
法
華
懺

法
関
連
記
事
も
そ
の
一
つ
に
あ
げ
て
い
る
。
奈
良
氏
が
史
実
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い

と
す
る
記
事
の
中
に
は
検
討
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
貞
観
二
年
の
記
事
に
つ
い
て

は
奈
良
氏
の
指
摘
通
り
、
他
の
史
資
料
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
35
） 　

大
正
五
〇
・
一
九
一
頁
下
。

（
36
） 　

慧
思
撰
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
に
み
え
る
無
相
行
と
有
相
行
に
関
し
て
は
、
各
行
の

語
が
指
し
示
す
内
容
や
慧
思
が
ど
ち
ら
の
行
を
重
視
し
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
議
論
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
鶴
田
大
吾
「『
法
華
経
安
楽
行
義
』
の
無
相

行
と
有
相
行
の
再
考
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
五
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
37
） 　

大
正
九
・
三
七
頁
上
。

（
38
） 　

大
正
四
六
・
四
六
九
頁
上
。

（
39
） 　

最
澄
の
将
来
目
録
で
あ
る
『
台
州
録
』
に
は
「
安
楽
行
一
巻 

南
岳
思

大
師
説 

一
十
三
紙
」（
大

正
五
五
・
一
〇
五
六
頁
中
）
と
あ
る
。

（
40
） 　
『
摩
訶
止
観
』
巻
二
上
で
法
華
三
昧
に
つ
い
て
論
じ
る
箇
所
に
「
普
賢
観
云
、
専
誦w

大
乗q

不p

入w

三
昧a

日
夜
六
時
懺w

六
根
罪z

安
楽
行
品
云
、
於w

諸
法q

無p

所p

行
、

亦
不p
行w

不
分
別z

二
経
本
為w

相
成z

豈
可w

執p

文
拒
競z

蓋
乃
為p

縁
前
後
互
出
。

非w
碩
異q
也
。」（
大
正
四
六
・
一
四
頁
上
）
と
あ
り
、
智
顗
は
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』

と
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
の
内
容
は
同
一
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
次
第
は
、
冒
頭
で
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
基
づ
い
て
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六
根
の
罪
障
懺
悔
と
読
経
（
有
相
行
）
を
す
る
が
、
最
後
に
は
坐
禅
を
修
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
坐
禅
は
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
の
身
安
楽
行
品
、
す
な
わ
ち
無
相

行
に
通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
法
華
三
昧
行
法
』
の
次
第
に
は
、

行
者
を
有
相
行
か
ら
無
相
行
へ
導
く
た
め
の
意
図
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
次

第
意
図
に
つ
い
て
は
、
今
後
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
41
） 　

例
え
ば
、
第
二
十
世
余
慶
（
九
一
九
│
九
九
一
）
は
、
山
門
派
に
よ
っ
て
三
ヶ
月
で

辞
任
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
十
九
世
明
尊
（
九
七
一
│
一
〇
六
三
）
や

第
三
十
一
世
源
泉
（
九
七
七
│
一
〇
五
五
）
な
ど
は
数
日
で
辞
任
し
て
い
る
。

（
42
） 　

前
掲
註（
9
）の
佐
伯
氏
論
攷
に
あ
る
「
は
し
が
き
」
で
は
円
珍
の
名
が
『
慈
覚
大
師

伝
』
に
出
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
論
攷
の
訳
註
で
は
、「
円
澄
」

ま
た
は
「
円
紀
」
と
名
が
あ
る
人
物
が
「
円
珍
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い

る
（
三
〇
四
頁
）。

（
43
） 　

管
見
の
限
り
、
前
掲
註（
9
）の
小
山
田
氏
論
攷
以
降
、『
慈
覚
大
師
伝
』
に
関
す
る

研
究
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
い
。


